
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビジョン受像機及びＤＶＤ（ Digital Versatile Disc）プレーヤの共用化された音
声ラインとグランドとの間に接続されたスイッチング動作する第１のスイッチング素子と
、前記第１のスイッチング素子を導通させる第２のスイッチング素子とを備えたＤＶＤプ
レーヤの音声ミュート回路において、
　前記第１のスイッチング素子の入力端子と第２のスイッチング素子の出力端子との間に
スイッチング動作する第３のスイッチング素子が設けられると共に、この第３のスイッチ
ング素子のスイッチング動作を制御する第４のスイッチング素子及び第５のスイッチング
素子を備え、
　前記第４のスイッチング素子は、前記テレビジョン受像機を制御する制御手段から前記
ＤＶＤプレーヤが動作中である信号を受けたとき前記第３のスイッチング素子を導通させ
、それに伴いＤＶＤプレーヤからの音声ミュート信号によって前記第２のスイッチング素
子が導通状態となったとき前記第１のスイッチング素子を導通させて音声ミュートをかけ
、
　前記第５のスイッチング素子は、前記制御手段からテレビジョン受像機のオーディオミ
ュート信号を受けたとき、前記第３のスイッチング素子を導通させるものであることを特
徴とするＤＶＤプレーヤの音声ミュート回路。
【請求項２】
　 音声ミュート回路を備えたことを特徴とするテレビジョン受像機
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請求項１に記載された



。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＤＶＤプレーヤの音声ミュート回路及び同回路を備えたテレビジョン受像機に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、ＤＶＤ（ Digital Versatile Disc）プレーヤを内蔵したテレビジョン受像機が
ある。ＤＶＤプレーヤは、ディスクに傷があるときやＦＦ、ＲＦ等の特殊再生時にテレビ
ジョン受像機のスピーカ装置から音声出力を停止させるためのオーディオミュート（Ａ－
Ｍｕｔｅ）信号を発生するミュート機能を備えている。ＤＶＤプレーヤが発生したＡ－Ｍ
ｕｔｅ信号は、テレビジョン受像機の音声ミュート回路に入力され、音声ミュート回路は
、このＡ－Ｍｕｔｅ信号に基いてスピーカ装置に出力する音声出力をミュート制御する。
【０００３】
図４は、音声ミュート回路の一例を示している。音声ミュート回路１００は、スイッチン
グ動作によりＤＶＤプレーヤ５の音声ラインをグランド接続するＮＰＮ形のトランジスタ
Ｑ１と、ＤＶＤプレーヤ５からＡ－Ｍｕｔｅ信号（ロー）の入力を受けトランジスタＱ１
の入力を制御するＰＮＰ形のトランジスタＱ２を備えている。また、同音声ミュート回路
１００は、ＤＶＤプレーヤ５のミュート信号出力端子１２から入力されるＡ－Ｍｕｔｅ信
号を整流するダイオードＤと、トランジスタＱ２，Ｑ１のベース電流を適正化するための
抵抗Ｒ１，Ｒ２と、スピーカ端子１１と、ＤＶＤ音声ラインを通して音声出力端子１１に
出力する信号電流を適正化する抵抗Ｒ３と、コンデンサＣ１を備えている。トランジスタ
Ｑ２のエミッタ端子にはプラスの電源電圧が印加されており、トランジスタＱ２はＤＶＤ
プレーヤ５からのＡ－Ｍｕｔｅ信号を受けスイッチング動作し、トランジスタＱ１の入力
を制御する。例えば、トランジスタＱ２のスイッチング動作によりトランジスタＱ１にベ
ース電流が流れると、トランジスタＱ１は導通し、ＤＶＤプレーヤ５の音声ラインをグラ
ンドに引き込み、ＤＶＤプレーヤ５の音声出力にミュートがかかる。
【０００４】
上記の音声ミュート回路とは別の音声ミュート回路として、音声ミュート回路がオフの状
態で入力される音声信号が負の範囲のとき、スピーカ装置と接地（グランド）との間に設
けられたスィッチングトランジスタにベース電流が流れ込まないようにして、出力音声信
号の歪を抑制した回路が知られている（例えば、特開平５－１１０３５８号公報参照）。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ＤＶＤプレーヤを内蔵するテレビジョン受像機においては、テレビジョン及びＡＵＸ音声
を出力するＴＶ／ＡＵＸ音声ラインとＤＶＤ音声ラインとを共用化することは、その回路
構成を簡素化することができるので、装置の製造コストを低減する上で望ましい。しかし
ながら、図４に示した音声ミュート回路１００において、ＤＶＤ音声ラインとＴＶ／ＡＵ
Ｘ音声ラインを兼用し、ユーザによって選択された動作モードに応じて、コンデンサＣ１
及び抵抗Ｒ１にＤＶＤ音声ライン信号又はＴＶ／ＡＵＸ音声ライン信号を入力するような
構成とした場合、以下の問題が発生する。例えば、ユーザがテレビを視聴しているとき、
すなわち、ＤＶＤプレーヤモードでないとき、又はＤＶＤプレーヤ５がスタンバイ状態で
あるときに、ＤＶＤプレーヤ５からＡ－Ｍｕｔｅ信号（ロー）が出力されると、トランジ
スタＱ２及びトランジスタＱ１が順次オンし、スピーカ端子１１はグランドに接続される
。これにより、ＴＶ／ＡＵＸの音声出力にミュートがかかりテレビの音声が聞こえなくな
る。
【０００６】
そこで、ユーザがテレビを視聴中において、ＤＶＤプレーヤ５からＡ－Ｍｕｔｅ信号が出
力された場合であっても、テレビの音声出力にミュートがかからないようにするためには
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、テレビ音声ラインを別途設けなければならない。この場合は、テレビ音声ラインとＤＶ
Ｄ音声ラインとを共用化することができず、回路構成が複雑になり、装置の製造コストを
低減することができない。上述した特開平５－１１０３５８号公報に記載された音声ミュ
ート回路を適用しても、この問題点は解決しない。
【０００７】
本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、テレビを視聴中にＤＶ
Ｄプレーヤからミュート信号が出力されても、テレビの音声出力にミュートがかからない
ようにしたＤＶＤプレーヤの音声ミュート回路を、簡素な回路構成により低コストで提供
することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために請求項１の発明は、テレビジョン受像機及びＤＶＤ（ Digital 
Versatile Disc）プレーヤの共用化された音声ラインとグランドとの間に接続されたスイ
ッチング動作する第１のスイッチング素子と、第 1のスイッチング素子を導通させる第 2の
スイッチング素子とを備えたＤＶＤプレーヤの音声ミュート回路において、第１のスイッ
チング素子の入力端子と第２のスイッチング素子の出力端子との間にスイッチング動作す
る第 3のスイッチング素子が設けられると共に、この第 3のスイッチング素子のスイッチン
グ動作を制御する第４のスイッチング素子及び第５のスイッチング素子を備え、第４のス
イッチング素子は、テレビジョン受像機を制御する制御手段からＤＶＤプレーヤが動作中
である信号を受けたとき第３のスイッチング素子を導通させ、それに伴いＤＶＤプレーヤ
からの音声ミュート信号によって第２のスイッチング素子が導通状態となったとき第１の
スイッチング素子を導通させて音声ミュートをかけ、第５のスイッチング素子は、制御手
段からテレビジョン受像機のオーディオミュート信号を受けたとき、第３のスイッチング
素子を導通させるものである。
【０００９】
この構成においては、装置の製造コストを低減するために、テレビジョン受像機とＤＶＤ
プレーヤの音声ラインを共用化しており、第１のスイッチング素子の導通により、音声ラ
インがグランドに接続され、音声ミュートがかかる。例えば、テレビジョン受像機がＤＶ
Ｄモードであるとき、すなわち、ＤＶＤプレーヤが動作中であるときには、第４のスイッ
チング素子は導通し、第３のスイッチング素子を導通させる。従って、ＤＶＤプレーヤか
らのミュート信号によって第２のスイッチング素子がスイッチング動作し、もって第１の
スイッチング素子の導通を制御し、音声ミュートをかけることができる。
【００１０】
ＤＶＤプレーヤが動作中でなければ、第４のスイッチング素子の導通は絶たれ、第３のス
イッチング素子は第５のスイッチング素子のスイッチング動作により制御される。例えば
、ユーザがテレビを視聴しているときは、第５のスイッチング素子の導通は絶たれ、第３
のスイッチング素子の導通も絶たれる。従ってこのとき、ＤＶＤプレーヤから第２のスイ
ッチング素子にミュート信号が入力されたとしても、第１のスイッチング素子は導通する
ことはなく、音声ミュートはかからない。そして、ユーザがテレビの音声出力をミュート
する指令を制御手段に入力すると、制御手段はテレビジョン受像機のオーディオミュート
信号を第５のスイッチング素子に出力し、これを受けた第５のスイッチング素子は、第３
のスイッチング素子を導通させる。これにより、第２のスイッチング素子のスイッチング
動作、すなわち、ＤＶＤプレーヤからのミュート信号の有無によって、第１のスイッチン
グ素子は制御されるが、別途、テレビ音声出力に音声ミュートをかけることにより、ＤＶ
Ｄプレーヤからのミュート信号の有無に関わらずテレビの音声ミュートをかけることがで
きる。
【００１４】
　また、 音声ミュート回路を備えた受像機であ
る。この構成においては、ＤＶＤプレーヤを内蔵したテレビジョン受像機の音声ミュート
制御を、ＤＶＤプレーヤの動作状態に応じて適切に行うことができる。
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【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を具体化した一実施形態に係るＤＶＤプレーヤの音声ミュート回路とそれを
備えたテレビジョン受像機を図面を参照して説明する。図１はＤＶＤプレーヤとその音声
ミュート回路及びビデオカセットレコーダ（ＶＣＲ）を備えたテレビジョン受像機のブロ
ック構成を示している。テレビジョン受像機１は、チューナ部２と、ＡＵＸ端子３と、Ｖ
ＣＲ部４と、ＤＶＤプレーヤ５と、音声ミュート回路６と、ＴＶマイコン７（制御部）と
、スピーカ装置８と、画像表示部９と、操作装置１０によって構成されている。チューナ
部２は放送局から発信された放送信号をアンテナ２ａを介して受信し、ＶＣＲ部４に入力
する。ＡＵＸ端子３は、テレビジョン受像機１の外部から映像信号及び音声信号を取り込
みＶＣＲ部４に入力する入力端子である。ＶＣＲ部４は、装填されたビデオカセットにチ
ューナ部２から入力された放送信号又はＡＵＸ端子３から入力された映像信号及び音声信
号を記録したり、ＴＶマイコン７にスルーして、ＴＶマイコン７を介して画像表示部９及
びスピーカ装置８に出力する。また、ＶＣＲ部４は、ＤＶＤプレーヤ５が再生した映像信
号や音声信号をビデオカセットに記録することもできる。ＤＶＤプレーヤ５は装填された
ＤＶＤを再生し、ＴＶマイコン７を介して画像表示部９及びスピーカ装置８に出力する。
【００１６】
音声ミュート回路６は、ＴＶマイコン７とスピーカ装置８の間に設けられ、ＤＶＤプレー
ヤ５及びＴＶマイコン７から受けたミュート信号に基いて、音声出力にミュートをかける
。ＴＶマイコン７は、テレビジョン受像機１内の各ブロックの制御を司る。また、操作装
置１０は、ユーザがＴＶマイコン７に対してＤＶＤ再生指令等の各種指令を入力するため
の装置であり、主として、テレビジョン受像機１の外部から赤外線等を用いて指令を送出
するリモコン操作装置が適用される。なお、ＶＣＲ部４からＴＶ／ＡＵＸ音声を出力する
音声ラインと、ＤＶＤプレーヤ５からＤＶＤ音声を出力する音声ラインは、単一の音声ラ
インによりＴＶマイコン７からスピーカ装置８に至る区間において共用化され、回路の簡
素化とそれに伴うテレビジョン受像機１の製造コストの低減を図っている。
【００１７】
図２は、音声ミュート回路６の回路図を示している。音声ミュート回路６は、スイッチン
グ動作により、ＴＶ／ＡＵＸとＤＶＤプレーヤ５の共用化された音声ラインをグランド接
続するＮＰＮ形のトランジスタＱ１（第１のスイッチング素子）と、ＤＶＤプレーヤ５の
ミュート信号出力端子１２からＡ－Ｍｕｔｅ信号の入力（ロー）を受けトランジスタＱ１
の入力を制御するＰＮＰ形のトランジスタＱ２（第２のスイッチング素子）を備えている
。さらに、本音声ミュート回路６は、トランジスタＱ１の入力端子とトランジスタＱ２の
出力端子との間にスイッチング動作するＰＮＰ形のトランジスタＱ３（第３のスイッチン
グ素子）と、このトランジスタＱ３のスイッチング動作を制御するＮＰＮ形のトランジス
タＱ４（第４のスイッチング素子）と、ＮＰＮ形のトランジスタＱ５（第５のスイッチン
グ素子）を備え、ＤＶＤプレーヤ５の動作状態を示す信号及びＴＶマイコン７から入力さ
れるＡ－Ｍｕｔｅ信号に基いて音声ミュートをかけるようにしている。
【００１８】
また、音声ミュート回路６は、ダイオードＤと、抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３と、コンデンサＣ
１及び音声出力端子１１に加えて、トランジスタＱ３のエミッタ・ベース間電圧を付与す
るための抵抗Ｒ４と、トランジスタＱ４のベース電流を適正化するための抵抗Ｒ５と、ト
ランジスタＱ４又はトランジスタＱ５がオンのときトランジスタＱ３のベース電流を適正
化するための抵抗Ｒ６，Ｒ７と、トランジスタＱ４，Ｑ５が共にオフのときトランジスタ
Ｑ３のベース電流を適正化する抵抗Ｒ８と、コンデンサＣ２と、ＴＶマイコン７からＤＶ
Ｄモード信号をトランジスタＱ４に入力する入力端子１３と、ＴＶマイコン７からテレビ
のＡ－Ｍｕｔｅ信号をトランジスタＱ５に入力する入力端子１４とを備えている。また、
トランジスタＱ３のベース端子は、抵抗Ｒ８を介してＴＶマイコン７に接続され、テレビ
ジョン受像機１の電源オン時に所定の電圧が印加される。
【００１９】
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次に、各トランジスタＱ１～Ｑ５の動作とそれに伴う音声出力状態について、図３を参照
しながら説明する。テレビジョン受像機１がＤＶＤモードのとき、すなわち、ＤＶＤプレ
ーヤ５が動作中のときには、ＴＶマイコン７から入力端子１３にＤＶＤモード信号（ハイ
）が入力され、トランジスタＱ４がオンし、トランジスタＱ３のベース電位が下がり、ト
ランジスタＱ３がオンする。このトランジスタＱ３の導通によって、トランジスタＱ２の
出力端子とトランジスタＱ１の入力端子が導通し、ＤＶＤプレーヤ５からのＡ－Ｍｕｔｅ
信号によってトランジスタＱ１の導通を制御することができる。例えば、ＤＶＤプレーヤ
５がミュート時、すなわち、ＤＶＤプレーヤ５からのＡ－Ｍｕｔｅ信号がローになると、
トランジスタＱ２がオンし、トランジスタＱ１にベース電流が流れ、トランジスタＱ１が
オンし、これにより音声ミュートがかかる。ＤＶＤプレーヤ５がミュートでないとき、す
なわち、ＤＶＤプレーヤ５からのＡ－Ｍｕｔｅ信号がハイになると、トランジスタＱ２が
オフし、トランジスタＱ１がオフし、これにより音声ミュートがかからずにＤＶＤ音声が
出力される。
【００２０】
一方、テレビジョン受像機１がＴＶモードであるとき、すなわち、ＤＶＤプレーヤ５が動
作中でないときは、トランジスタＱ４はオフとなり、トランジスタＱ３はトランジスタＱ
５のスイッチング動作により制御される。例えば、ユーザがテレビを視聴しているときは
トランジスタＱ５はオフとなり、それに伴いトランジスタＱ３もオフとなる。従って、Ｄ
ＶＤプレーヤ５からトランジスタＱ２にＡ－Ｍｕｔｅ信号（ロー）が入力されたとしても
、トランジスタＱ１はオンすることなく、音声ミュートはかからない。そして、ユーザが
操作装置１０を介して、ＴＶ／ＡＵＸの音声出力をミュートする指令をＴＶマイコン７に
入力すると、ＴＶマイコン７はテレビジョン受像機１のＡ－Ｍｕｔｅ信号を入力端子１４
を介してトランジスタＱ５に出力し、これを受けたトランジスタＱ５はオンとなり、それ
に伴いトランジスタＱ３もオンとなる。これにより、トランジスタＱ１のスイッチング動
作、すなわち、ＤＶＤプレーヤからのＡ－Ｍｕｔｅ信号の有無によって、トランジスタＱ
１は制御されるが、別途、ＴＶ／ＡＵＸ音声出力に音声ミュートをかけることにより、Ｄ
ＶＤプレーヤ５からのＡ－Ｍｕｔｅ信号の有無に関わらずＴＶ／ＡＵＸの音声ミュートを
かけることができる。
【００２１】
なお、本発明は上記実施形態の構成に限られることなく種々の変形が可能であり、例えば
、各スイッチング素子は、トランジスタに限られることなく、ＦＥＴ（ Field Effect Tra
nsistor）等のスイッチング素子を適用してもよい。また、テレビジョン受像機１は、Ｄ
ＶＤプレーヤ５とその音声ミュート回路６及びＶＣＲ部４を備えた形態に限られることな
く、ＤＶＤプレーヤ５とその音声ミュート回路６を備えたものであれば、本発明を適用す
ることができる。
【００２２】
【発明の効果】
以上のように請求項１の発明によれば、ＤＶＤプレーヤとテレビジョン受像機の音声ライ
ンを共用化した場合であっても、ＤＶＤプレーヤが動作中でなく、テレビジョン受像機１
のオーディオミュート信号を受けないときには、第３のスイッチング素子は導通状態とな
らず、ＤＶＤプレーヤからの音声ミュート信号に関わらず音声ミュートはかからない。従
って、ユーザの操作に応じて適正な音声ミュート制御を可能とする音声ミュート回路を低
コストで提供することができる。
【００２５】
　 によれば、ＤＶＤプレーヤを備えたテレビジョン受像機の利便性を高め
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施形態によるテレビジョン受像機のブロック構成図。
【図２】　同テレビジョン受像機に内蔵される音声ミュート回路の回路図。
【図３】　同音声ミュート回路に実装されるトランジスタのスイッチング動作と、それに
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伴う音声出力状態を示した図。
【図４】　従来の音声ミュート回路の回路図。
【符号の説明】
１　　テレビジョン受像機
５　　ＤＶＤプレーヤ
６　　音声ミュート回路
７　　ＴＶマイコン（制御部）
Ｑ１　　トランジスタ（第１のスイッチング素子）
Ｑ２　　トランジスタ（第２のスイッチング素子）
Ｑ３　　トランジスタ（第３のスイッチング素子）
Ｑ４　　トランジスタ（第４のスイッチング素子）
Ｑ５　　トランジスタ（第５のスイッチング素子）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 3685107 B2 2005.8.17



フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04N  5/44 - 5/46
              H04N  5/60
              H04N  5/76 - 5/956

(8) JP 3685107 B2 2005.8.17


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

